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市税総額
40億

9,718万円

個人市民税
15億2,902万円
（37.3％）

法人市民税
2億2,763万円
（5.5％）

固定資産税（土地）
５億6,102万円
（13.7％）

固定資産税（家屋）
８億5,654万円
（20.9％）

固定資産税（償却資産）
１億6,366万円（4.0％）

固定資産税（交付金）
3,910万円（1.0％）

軽自動車税
7,867万円（1.9％）

たばこ税
3億1,474万円（7.7％）

都市計画税（土地）
１億5,621万円（3.8％）

都市計画税（家屋）
１億7,059万円（4.2％）

■市税収入の内訳

■基金・地方債残高の推移

一般会計の歳入決算額は 178 億 1,712 万円となりました。歳入の内
訳をみますと、市税収入では個人市民税が対前年度比 2,648 万円の
減、法人市民税が 4,976 万円の増、固定資産税が 177 万円の増とな
ったことから、市税全体では、前年度と比べ 6,460 万円増の 40 億
9,718 万円となりました。
　地方交付税では、不況による税収の落ち込み分などが普通交付税
の交付額の算定に反映された結果、対前年度比１億 297 万円増の 44
億 8,224 万円、特別交付税が 2,968 万円減の８億 3,654 万円となり、
地方交付税の総額は 53 億 1,878 万円となりました。
　市債では、平成 22 年度に引き続き退職手当債の借り入れは行わず、
臨時財政対策債の借入額が対前年度比１億 8,995 万円の減、建設事
業の財源とする市債の借入額が２億 1,360 万円の減、高金利の市債
の借換えの財源とする市債が４億 70 万円の増となり、市債の借入総
額は対前年度比 285 万円減の 16 億 6,799 万円となりました。

歳入

1,712万円
178億

市税
40億 9,718万円
（23.0％）

繰越金
6億 8,106万円
（3.8％）

そのほか
（諸収入、分担金・負担金、繰入金
使用料・手数料、財産収入・寄附金）
9億 5,356万円
（5.4％）

地方交付税
53億 1,878万円
（29.9％）

国庫支出金
35億 65万円
（19.6％）

市債
16億 6,799万円
（9.4％）

県支出金
9億 8,819万円
（5.5％）

地方譲与税
1億 2,724円
（0.7％）

地方消費税交付金など
4億 8,247万円
（2.7％）

自主財源（32.2％）
依存財源（67.8％）

178億1,712万円
一般会計 歳入

積立金および地方債現在高（普通会計）

平成 23 年度末現在（万円） 住民一人当たり（万円）
積立金現在高 32 億 7,803 約 7.4
地方債現在高 170 億 9,636 約 38.4

（平成24年３月末住民基本台帳人口44,517人）

決算
平成23年度

平成19年度

30億
9,573万円 30億

273万円
30億
473万円

31億
5,903万円

32億
7,803万円

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

190億
480万円 185億

9,621万円 181億
3,600万円 178億

2,430万円

170億
9,636万円

基金 地方債

実質単年度収
支

１億6,785万円の黒字。

平成21年度から３年連続で黒字。

地方債

現在高は170億9,636万円。

平成17年度から７年連続で減少。

積立基金

残高は32億7,803万円。

平成21年度から３年連続で増額。

PICK UP
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普通会計を

※普通会計とは、一般会計、住宅新築資金等特別会計、地域下水道事

業特別会計、公共用地先行取得特別会計を合わせたものです。
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　一般会計の歳出決算額は170億8,624万円となりました。歳出
の内訳をみますと、民生費では、中間小学校区に学童保育所を
整備したことなどにより、78億8,000万円となりました。
　衛生費では、公費負担により子宮頸がんワクチン、ヒブワク
チン、小児肺炎球菌ワクチンの予防接種費用を全額助成したこ
となどにより、12億9,908万円となりました。
　商工費では、上蓮花寺地区のやすらぎ通りにイルミネーショ
ンを設置したことなどにより、１億2,511万円となりました。
　土木費では、東中間・深坂線道路改良事業や二タ股・東中牟
田線道路改良事業などを実施し、11億5,173万円となりました。
　消防費では、太賀団地内に防火水槽を設置したことなどによ
り、4億5,495万円となりました。
　教育費では、市民図書館の大規模な改修などを実施し、13億
5,094万円となりました。

170億8，624万円

民生費
78億8,000万円
（46.1％）

公債費
26億4,480万円
（15.5％）

総務費
17億8,016万円
（10.4％）

教育費
13億5,094万円
（7.9％）

土木費
11億5,173万円
（6.8％）

衛生費
12億9,908万円
（7.6％）

消防費
4億5,495万円
（2.7％）

そのほか
（議会費、労働費、農林水産業費、
商工費、災害復旧費、予備費）

5億2,458万円
（3.0％）

歳出

8,624万円
170億

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行に伴い、健全化判
断比率、公営企業に係る資金不足比率の公表が義務付けられています。
健全化判断比率は、すべてが早期健全化基準未満となり、資金不足
比率も資金不足額が生じた公営企業会計はありませんでした。

平成23年度健全化判断比率・資金不足比率

※（　）は早期健全化基準。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

赤字額なし（13.43） 赤字額なし（18.43） 15.5（25.0） 125.7（350.0）

（単位：％）■健全化判断比率

特別会計の名称 水道事業会計 病院事業会計 公共下水道
事業特別会計

資金不足比率 不足額なし 不足額なし 不足額なし

（単位：％）    ■資金不足比率

●問合先…財政課　☎（２４６）６２３６

■
市
民
図
書
館
改
修
事
業

決
算
額　

２
億
３
、８
２
８
万
円

　

平
成
24
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
に

向
け
て
市
民
図
書
館
の
大
規
模
改
修
を

行
い
、文
化
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

■
二
夕
股
・
東
中
牟
田
線
道
路
改
良

　
事
業

決
算
額　

７
、６
０
６
万
円

　

道
路
交
通
の
円
滑
化
、
近
隣
工
業
団

地
の
基
盤
整
備
の
促
進
の
た
め
平
成
18

年
度
か
ら
道
路
改
良
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
24
年
３
月
30
日
に
総
延
長
２
、

０
０
０
ｍ
の
道
路
が
開
通
し
ま
し
た
。

■
上
蓮
花
寺
地
区
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
設
置
事
業決

算
額　

３
、０
５
０
万
円

　

や
す
ら
ぎ
通
り
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
し
、
経
済
の
中
心
地
区
で

あ
る
同
地
区
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
す
な

ど
、
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

■
地
域
経
済
活
性
化
対
策
事
業

決
算
額　

998
万
円

　

引
き
続
き
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
売
す
る
こ
と

で
、地
元
商
店
な
ど
の
販
売
促
進
を
図
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
行
い
ま
し
た
。

■
市
営
野
球
場
改
修
事
業

決
算
額　

３
、１
８
４
万
円

　

天
然
芝
改
修
な
ど
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

決
算
額　

917
万
円

　

中
間
西
小
学
校
区
に
自
主
防
災
組
織

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
防
災
・
避

難
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
組
織
に

対
し
て
備
品
を
支
給
し
防
災
活
動
の
支

援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
、
市
内
２
か
所
に
福
祉
避

難
所
を
設
置
す
る
な
ど
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

平成 23 年度決算にかかる主な事業紹介

特別会計の決算状況

会計名 歳入（万円） 歳出（万円）

特別会計国民健康保険事業

54 億 9,611

66 億 1,721

　　（単年度決算額）
　　（前年度繰上充用金）

（56 億 8,331）
（9 億 3,390）

住宅新築資金等特別会計

2,205

6 億 292

　　（単年度決算額）
　　（前年度繰上充用金）

（94）
（6 億 198）

地域下水道事業特別会計 8,950 8,656

公共下水道事業特別会計 19 億 3,690 19 億 3,460

公共用地先行取得特別会計 669 669

介護保険事業特別会計 40 億 2,571 40 億 503

　　保険事業勘定 39 億 8,666 39 億 6,864

　　サービス事業勘定 3,905 3,639

後期高齢者医療特別会計 6 億 5,609 6 億 4,464

※前年度繰上充用金とは、前年度の歳入不足額に対して翌年度の歳
入を繰り上げて充てることです。

（
内
訳
）

（
内
訳
）

一般会計 歳出

3 Nakama City Public Relations
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いつまでも私らしく輝きたい
自立した生活を続けるための介護予防講座

特
別
な
こ
と
を
す
る

必
要
は
な
い

口腔機能の向上、食生活の見直し

簡単な運動を日々行うことで
筋力をつけ転倒を防ぐ

地域の人たちとたくさん話して笑う

　

高
齢
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
元
気
に
イ
キ
イ
キ
と
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
た

い
…
そ
れ
は
多
く
の
人
の
願
い
で
し
ょ

う
。
現
在
、
中
間
市
の
高
齢
化
率
は
約

３
割
、
そ
の
う
ち
要
介
護
認
定
を
受
け
、

日
常
生
活
に
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

人
は
２
割
の
約
２
、９
０
０
人
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
の
中
で
、

一
番
多
い
の
は
認
知
症
で
す
。
そ
れ
に

関
節
炎
や
、
転
倒
な
ど
で
の
骨
折
が

続
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
原
因
を
防

げ
ば
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
力
で
暮
ら

す
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
大
事
な
の
が
、
自
立
し
た

生
活
を
続
け
る
た
め
の
介
護
予
防
。

　

介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
心
と
身
体
の
健

康
を
維
持
、
改
善
し
よ
う
と
す
る
取
り
組

み
の
こ
と
で
す
。
簡
単
な
運
動
で
筋
力
を

つ
け
転
倒
を
防
い
だ
り
、
地
域
の
人
た
ち

と
た
く
さ
ん
話
し
て
笑
う
こ
と
な
ど
が
、

介
護
予
防
の
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
に
ち
ょ
っ
と
し
た
習
慣

を
取
り
入
れ
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し

く
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
た
い
で
す
ね
。

いつまでも若々しく
暮らすには、ちょっとした
コツがあるんです！

11月11日は
介護の日
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　さまざまな運動教室を開催し、
無理なく運動を続けられるようサ
ポートします。
○�トレーニングマシンなどを使っ
た筋力トレーニング
○プールでのアクアトレーニング
○�ストレッチを中心とした介護予防
体操

高齢になっても、住み慣れた地域で元気にイキイキと暮らしたい…
そんな誰もがもっている願い、いっしょに叶えましょう。

　介護状態になる可能性が高い
人には右記などの講座を開い
て、参加・呼びかけを行ってい
ます。また、介護が必要でない
元気な人にも、健康相談や自主
的な介護予防への取り組みを支
援しています。

　ケアマネジャーが介護予防ケ
アプランを作成し、適切な介護
予防サービスなどが受けられる
よう事業者などとの調整を行っ
ています。

　保健師、社会福祉士、主任
ケアマネジヤーなどがご相談
に応じます。

【連絡先】
中間市地域包括支援センター
　（中間市役所介護保険課内）
☎（２４５）７７１６

　市内のデイサービスセンターで、
さまざまな教室を開いています。
○�運動器機能向上、口腔機能向
上、栄養改善など

介護予防通所サービス

介護認定を
持っていない人には

要支援１、２を
持っている人には

ご相談はお気軽に

　地区の公民館などでの茶話会
や運動教室に集まることで、ご
近所さんとのつながりや絆を深
めます。

ふれあい・いきいきサロン

運動教室

　いつまでも元気においしく食
生活が送れるよう、管理栄養士
や歯科衛生士が講話や指導を行
います。

歯ツラツ健康
おいしく食べよう教室

介護認定を
持っていない人に

見ると元気がもらえる、励まされる

　趣味やレクリエーション、リハ
ビリなどで作成した秀作を、みな
さん、ぜひご覧ください。
●展示期間　11月 22日木まで
●�時 間　午前８時30分～午
後５時15分
※最終日は午後３時までです。
●場 所　市役所本館１階ロビー

●問 合 先　介護保険課保険係
　☎（２４６）６２４３

5
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中間市からのお知らせ ity newsC
自治会長、民生委員、児童委員に市民のみなさんの「氏名」「年齢」「性別」「住所」の情報を提供します

●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

　

昨
年
３
月
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

全
国
各
地
で
防
災
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
中
間
市
で
も
、

今
年
３
月
に
西
小
学
校
区
を
対

象
と
し
て
、
防
災
・
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
に
先
が
け
て
、
西
小

学
校
区
の
各
自
治
会
で
は
自
主

防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、
災
害

時
に
は
、
こ
の
防
災
組
織
を
中
心

に
避
難
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
自
治
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

「
地
域
の
み
ん
な
が
安
全
に
避
難

す
る
た
め
に
は
、
自
治
会
内
の
ど

こ
に
だ
れ
が
い
る
の
か
と
い
う
、

市
の
持
っ
て
い
る
情
報
を
提
供
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
の
み
な
さ

ん
か
ら
も
、「
増
加
傾
向
に
あ
る

孤
独
死
へ
の
対
策
や
高
齢
者
の

見
守
り
の
た
め
に
、
市
の
持
っ

て
い
る
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。

　

現
に
、
中
間
市
周
辺
の
他
市

町
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

自
治
会
長
、
民
生
委
員
な
ど
に

対
し
て
情
報
を
提
供
し
て
い
る

こ
と
が
、
今
年
５
月
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す（
下
図
）。

　

そ
こ
で
、
中
間
市
で
は
７
月

に
中
間
市
個
人
情
報
保
護
制
度

運
営
審
議
会
を
開
催
し
、
同
審

議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
答
申
書

に
基
づ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
個
人
情
報
の
う
ち
、
基
本
４

情
報
と
呼
ば
れ
る
、「
氏
名
」「
年

齢
」「
性
別
」「
住
所
」を
自
治
会

長
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
に

提
供
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
情
報
の
提
供
を
行
う
際
に
は
、

事
前
に
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
研
修
を
行
い
、
こ
の
研

修
に
参
加
し
た
人
の
み
に
情
報

を
提
供
し
、
ま
た
、
情
報
を
不

正
に
使
用
し
な
い
こ
と
な
ど
を
記

し
た
誓
約
書
を
提
出
し
て
も
ら

う
な
ど
し
、
み
な
さ
ん
の
情
報
が

悪
用
さ
れ
な
い
よ
う
努
め
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

11
月
１
日
か
ら
、
四
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
定
期
接
種
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
四
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
三

種
混
合（
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
）ワ
ク
チ
ン
と
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
合
わ

せ
た
ワ
ク
チ
ン
で
、
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
で
行
い
ま
す
。

●
接
種
対
象
者　
生
後
３
か
月

～
90
か
月
未
満
の
子

●
接
種
回
数　
初
回
接
種
３
回

（
20
～
56
日
の
間
隔
を
お
い

て
）の
後
、
６
か
月
以
上
の
間

隔
を
お
い
て
追
加
接
種
１
回

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
実
施
医
療
機
関

○
木
村
小
児
科
医
院

　
☎（
２
４
５
）０
２
１
２

○
久
原
内
科
医
院

　
☎（
２
４
６
）２
８
５
０

○
さ
と
う
フ
レ
ン
ズ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎（
７
０
１
）７
３
３
０

○
冨
岡
医
院

　
☎（
２
４
５
）０
３
１
８

○
豊
川
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎（
２
４
５
）８
１
０
０

○
山
下
医
院

　
☎（
２
４
５
）０
７
０
７

○
萩
本
医
院

　
☎（
２
４
５
）１
６
５
０

○
葉
医
院

　
☎（
２
４
３
）２
２
５
５

四種混合ワクチンによる定期接種が始まります
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

昨
年
の
４
月
か
ら
中
間
市
さ

く
ら
の
里
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
「
西
部
出
張
所
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
垣
生
公
園
横
に

「
新
鮮
市
場
さ
く
ら
館
」
が
隣

接
、
駐
車
場
が
近
く
に
あ
り
、

利
便
性
に
優
れ
た
西
部
出
張
所

を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

西
部
出
張
所
で
は
下
記
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

●
各
種
証
明
書
の
発
行

○
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・

戸
籍
謄
本
な
ど

○
資
産
・
所
得
・
課
税
・
納
税

に
関
す
る
証
明
書
な
ど

○
は
り
・
き
ゅ
う
補
助
券
な
ど

※
証
明
書
発
行
の
際
は
、
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
。

●
納
付
書
の
再
発
行　
市
県
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
・
国
民
健
康
保
険
税

●
窓
口
受
付
時
間　
毎
週
月
曜

～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

西部出張所をご利用ください
●問合先　市民課西部出張所　☎（２４４）１１１２

民生委員に対して
個人情報の提供を行っていますか

※このアンケートは、福岡県内の全市および遠賀郡４町を対象としています。

100％
（31市町） 81％

（25市町）

19％
（６市町）

町内会長や自治会長などに対して
個人情報の提供を行っていますか

はい
いいえ
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不
動
産

①
七
重
町
１
７
８
８
番
54

　
【
１
筆 

宅
地
265
・
00
㎡
】

②
深
坂
二
丁
目
１
５
６
０
番
29

　
【
１
筆 

宅
地
321
・
65
㎡
】

●
最
低
公
売
価
格

①
…
１
、４
９
４
、０
０
０
円

②
…
２
、０
１
０
、０
０
０
円

●
公
売
保
証
金

①
…
１
５
０
、０
０
０
円

②
…
２
１
０
、０
０
０
円

　
動
産

①
普
通
自
動
車
【
平
成
13
年
式

ト
ヨ
タ 
セ
ル
シ
オ（
黒
緑
）】

②
軽
自
動
車
【
平
成
８
年
式
ダ

イ
ハ
ツ 

ミ
ラ（
黒
）】

③
自
転
車
【
ダ
ン
ロ
ッ
プ（
赤
）】

●
最
低
公
売
価
格

①
…
５
０
０
、０
０
０
円

②
③
…
１
、０
０
０
円
。

●
公
売
保
証
金

①
…
５
０
、０
０
０
円

②
③
…
200
円

　

い
ず
れ
も

●
公
売
方
法　
せ
り
売
り

●
参
加
申
込
期
間　
11
月
２
日

金
・
午
後
１
時
～
16
日
金
・

午
後
11
時

●
入
札
期
間　
11
月
26
日
月
・
午

後
１
時
～
28
日
水
・
午
後
11
時

●
買
受
代
金
納
付
期
限　
12
月

６
日
木
・
午
後
２
時
30
分

※
詳
し
く
は
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

インターネット公売を行います
●問合先　収納課　☎（２４４）１２８１

　

久
し
ぶ
り
に
な
つ
か
し
い
友

だ
ち
に
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
平
成
25
年
１
月

13
日
日
・
正
午
～
（
受
付
は

10
時
30
分
～
）

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
午
前
11

時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対
象
者　

平
成
４
年
４
月

２
日
～
平
成
５
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人

※
12
月
中
旬
に
本
人
宛
に
案
内

状
を
お
送
り
し
ま
す
。
案
内
状

が
当
日
の
「
受
付
・
記
念
品
引

換
券
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
転
出
者
で
成
人
式
に
参

加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ご
家

族
が
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

※
当
日
は
、
託
児
が
あ
り
ま
す
。

平成 25 年中間市成人式
●問合先　中央公民館　☎（２４６）２３２１

　
大
辻
の
一
部（
左
図
赤
線
で
囲

ま
れ
た
地
区
）が
、
住
居
表
示
の

実
施
で
11
月
12
日
か
ら
、
住
所

の
表
し
方
が
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
住
居
表
示
は
、
住
所
を
こ

れ
ま
で
の
「
大
字
」「
番
地
」
に
よ

る
表
し
方
に
か
え
て
、「
町
名
」「
街

区
符
号（
番
）」「
住
居

番
号（
号
）」
に
よ
っ

て
表
す
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
が
実
施

さ
れ
る
と
関
係
地
域

の
み
な
さ
ん
は
、
公

称
名
に
よ
っ
て
表
示

さ
れ
、
新
し
い
住
居

表
示
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
不
動
産
の
所
有
者
の
住
所

の
変
更
手
続
き
な
ど
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

●
旧
表
示　

　
大
字
中
間
○
○
番
地
○

●
新
表
示　

　
大
辻
町
○
番
○
号

大辻の一部を 11 月12 日から住居表示実施
●問合先　市民課　☎（２４６）６２３９

　

認
知
症
は
、
早
期
に
治
療
を

始
め
る
こ
と
で
症
状
の
改
善
や

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

今
回
、
認
知
症
医
療
の
核
と

な
る
専
門
機
関
と
し
て
、
福
岡
県

認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を

受
け
て
い
る
宗
像
病
院
か
ら
講
師

を
招
き
、認
知
症
の
診
断
、治
療
、

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
を
学
ぶ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

12
月
12
日
水
・

午
後
２
時
～
４
時（
受
付
は

１
時
30
分
～
）

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
対

象　
中
間
市
民
、
認

知
症
に
携
わ
る
医
療
・
介
護

関
係
者

●
テ
ー
マ
・
講
師

○
福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ

ー
の
事
業
に
つ
い
て
…
福
岡
県

認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー 

医
療

法
人
光
風
会 

宗
像
病
院 

精
神

保
健
福
祉
士 

矢
山
隆
行

○
認
知
症
の
実
際
と
そ
の
予
防

…
福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン

タ
ー 

医
療
法
人
光
風
会 

宗

像
病
院 

精
神
科
医
師 

荒
木

志
朗

●
参
加
料　
無
料

●
定

員　
200
人

●
共

催　
福
岡
県
認
知
症

医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）２
７
７
５

福岡県認知症医療センター「認知症出前講座」
●問合先　地域包括支援センター　☎（２４５）７７１６

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

実施地域
大辻の一部
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おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

貯
筋
ア
ッ
プ
教
室

　

転
倒
し
に
く
い
か
ら
だ
を
つ
く

り
、
介
護
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
12
月
25
日
火
・
午

後
２
時
～
３
時
30
分（
受
付
は

１
時
30
分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　
65
歳
以
上
の
人

※
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を

受
け
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
内

容　
主
に
柔
軟
体
操
や

チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
し
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

●
講

師　
田
村
香
代
子
さ
ん

　
（
健
康
運
動
指
導
士
）　

●
定

員　
25
人（
先
着
順
）

※
11
月
15
日
木
か
ら
受
付
開
始
。

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
シ

ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
水
筒（
必

要
な
人
）、
健
康
手
帳

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
食
事
で
防
ぐ
生
活
習
慣
病
」

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
、
改
善
す

る
た
め
の
食
事
の
と
り
方
を
病
気

と
の
関
連
を
含
め
て
学
ぶ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

調
理
実
習
に
参
加
し
、
実
践
力

を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
・
テ
ー
マ

○
12
月
20
日
木
・「
食
事
で
防
ぐ

慢
性
腎
臓
病
」

●
時

間　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
１
時（
受
付
は
９
時
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
栄
養
士
の
講
話
と

調
理
実
習

●
参
加
料　
400
円（
食
材
料
費
）

●
定

員　
30
人（
先
着
順
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、

筆
記
用
具
、
電
卓
、
お
持
ち
の

人
は
食
品
成
分
表
、
健
康
手
帳

●
申
込
方
法　
12
月
13
日
木
ま
で

に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

※
受
講
取
り
消
し
の
連
絡
は
、
申

込
締
切
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。
申
込
締
切
日
以
降
に
受
講
を

取
り
消
す
場
合
、
当
日
欠
席
の
場

合
は
参
加
料
400
円
を
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

（
運
動
編
）

　

ヨ
ガ
の
動
き
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、骨
盤
の
ゆ
が
み
を
調
整
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　
カ
ラ
ダ
の
芯
か
ら

温
ま
る
骨
盤
美
調
整
ヨ
ガ

●
日

時　
12
月
14
日
金
・
午

後
１
時
30
分
～
３
時（
受
付
は

１
時
～
）　

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
中
間
市
民

※
治
療
中
の
人
は
医
師
か
ら
運
動

制
限
指
示
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
、
ひ
ざ
や
腰
を
痛
め
て
い
な
い

こ
と
が
条
件
で
す
。

●
講

師　
小
路
美
保
さ
ん

　
（
イ
ン
ド
政
府
公
認
ヨ
ガ
講
師
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
、

飲
み
も
の

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
定

員　

25
人（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
方
法　
12
月
７
日
金
ま
で

に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

　

い
ず
れ
も

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
際
は
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
、

希
望
の
講
座
名
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
込
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

①�ささ身は筋をとり一口大のそぎ切りにし、塩をふる
②�かぶの根は８つ割り、葉はざく切りにする。し
めじは石づきをとって小房に分ける。かぼち
ゃは薄く切る。赤パプリカは薄くスライスする
③�耐熱皿の中央に②のかぶの葉、まわりにかぶの根と
①のささ身をおく。しめじ、かぼちゃ、赤パプリカも
おき、酒を振ってラップをし、電子レンジで３分ほど
加熱し、そのまま粗熱がとれるまでおいておく
④器に盛り、③の蒸し汁をかけ、好みでしょうゆをかける

ささ身と野菜のレンジ蒸し

鶏ささ身…小３本（75㌘）
塩…小さじ１／４
かぶ…２個
しめじ…50㌘
かぼちゃ…60㌘
赤パプリカ…20㌘
酒…大さじ１

材料（２人分） 作り方

エネルギー：96㎉
食塩：0.9ℊ

健康ファミリー

保健センター☎（２４６）１６１１

あなたの健康づくりのために

Health
Care
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

平成24年度のもえるごみ搬入量は、対23年度比５％の減量
を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力をお
願いします。

24 年度 23 年度 差
（24 年度－ 23 年度） 減量率

７月 914,330㎏ 1,030,980㎏ △ 116,650㎏ 11.3％

累計 5,896,770㎏ 5,094,210㎏ △ 802,560㎏ △ 1.7％

もえるごみ搬入量状況

消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

まだ続く外国通貨取引の
劇場型勧誘トラブル

エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
へ
の
参
加
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

全
国
環
境
月
間
の
６
月
10
日
、

市
民
環
境
会
議
「
な
か
ま
の
環
境

を
良
く
す
る
会
」
主
催
で
、
７
回

目
と
な
る
「
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
や

っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
２
０
１
２
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
参
考

に
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
が
、
一

日
の
生
活
を
項
目
ご
と
に
振
り
返

り
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減

や
節
電
な
ど
に
つ
い
て
考
え
話
し

合
い
、
毎
日
の
生
活
を
見
直
す
き

っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

集
計
し
た
結
果
、
５
、４
７
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
減
ら
す
こ
と
が

で
き
た
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、

「
い
つ
も
」
取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ

ラ
イ
フ
の
項
目
の
合
計
で
約
421
㎏
、

「
き
ょ
う
」
取
り
組
ん
だ
項
目
の
合

計
で
約
93
㎏
、
総
計
で
約
514
㎏
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
削
減
量
は
、
中
間
市
全
世

帯（
約
２
万
世
帯
）が
一
斉
に
テ
レ

ビ
を
約
48
分
間
消
し
た
と
き
の
量

に
相
当
し
ま
す
。

■
エ
コ
ラ
イ
フ
で
二
酸
化
炭
素
を

　
減
ら
そ
う

　

今
年
も
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
、
全
国
的
な
電
力
供
給
不
足
が

懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
夏
場
に

ま
す
ま
す
節
電
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
重
要
性
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
間
市
で
も
こ
の
先
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
節
電
、
節
水
な
ど
の

省
エ
ネ
や
、
ご
み
を
正
し
く
分
別

す
る
、
減
量
す
る
な
ど
、
身
近
に

気
が
つ
く
と
こ
ろ
か
ら
エ
コ
ラ
イ

フ
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
小
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想

○
も
の
を
大
切
に
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。（
小
１

女
子
）

○
テ
レ
ビ
を
見
な
い
日
を
作
ろ
う

と
話
し
ま
し
た
。（
小
１
男
子
）

○
こ
れ
か
ら
は
エ
コ
し
た
り
し

て
、
地
球
を
キ
レ
イ
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。（
小
４
男
子
）

○
い
つ
も
車
で
行
く
と
こ
ろ
を
散

歩
し
て
楽
し
か
っ
た
。（
小
４

女
子
）

○
少
し
丸
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

今
日
に
限
ら
ず
い
つ
も
心
が
け

て
来
年
は
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
小
６
女
子
）

※
や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
今
ま
で
の
詳
細
な

集
計
結
果
や
、
み
な
さ
ん
の
感
想

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://onga.sakura.ne.jp/

　

eco-life/

■
相
談
事
例

　

Ａ
社
か
ら
「
シ
リ
ア
ポ
ン
ド

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
Ｂ
社
か

ら
届
い
て
い
な
い
か
」
と
電

話
が
あ
り
、「
シ
リ
ア
は
石
油

な
ど
の
埋
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い

て
将
来
発
展
す
る
国
だ
。
通
貨

価
値
も
必
ず
上
が
る
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
届
い
た
人
し
か
買
え

な
い
の
で
、
当
社
の
代
わ
り
に

シ
リ
ア
ポ
ン
ド
を
買
っ
て
欲
し

い
。
高
値
で
買
い
取
る
」
と
言

わ
れ
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
「
1
、
０
０
０
シ
リ
ア
ポ
ン

ド
紙
幣
15
万
円
」
と
あ
っ
た
の

で
、
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る
の

な
ら
、
と
Ｂ
社
か
ら
５
枚
購
入

し
た
。

　

購
入
後
、
Ａ
社
に
買
い
取
っ

て
欲
し
い
と
電
話
す
る
と
「
も

っ
と
買
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
買

い
取
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
、
さ

ら
に
１
枚
追
加
し
た
。
娘
か

ら
「
だ
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
は
」

と
言
わ
れ
不
審
に
思
っ
た
。

 

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
っ
て

き
た
業
者
と
は
別
の
業
者
か

ら
、「
外
国
通
貨
を
高
値
で
買

い
取
る
の
で
代
理
で
買
っ
て
ほ

し
い
」
と
持
ち
か
け
ら
れ
る
外

国
通
貨
取
引
に
関
す
る
相
談
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
国
内
で
の

両
替
が
困
難
な
外
国
通
貨
を
、

為
替
レ
ー
ト
を
は
る
か
に
上
回

る
金
額
で
購
入
さ
せ
る
手
口
で

す
。
最
近
で
は
、
コ
ン
ゴ
、
イ

エ
メ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
な

ど
の
通
貨
で
同
様
の
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
買
い
取
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
業

者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
な

ど
し
て
、
取
り
戻
す
の
は
極
め

て
困
難
で
す
。
支
払
う
前
に
消

費
生
活
相
談
窓
口
や
警
察
な
ど

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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今月のテーマ

よくわかる
医療講座

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

62
No

中間市立病院☎（２４５）０９８１

Nakama
Culture

市民図書館だより
Books

☎（２４５）４６６４

市民図書館は、毎月新しい本をそろえて
います。市民図書館に来れば、運命的な
本との出会いがあるかもしれませんよ。

●日 時　11月17日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ほっとブックなかま

おはなし会を開催Funevent

糖尿病性網膜症

今月の新刊紹介Newarrivals

　

網
膜
症
は
糖
尿
病
発
症
後
、
数

年
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
、
視

力
が
弱
ま
っ
た
り
、
失
明
し
た
り

す
る
合
併
症
で
す
。
日
本
人
の
成

人
の
失
明
原
因
の
第
２
位
が
糖
尿

病
網
膜
症
で
あ
る
と
ご
存
知
で
し

た
か
。

　

下
に
眼
の
断
面
図
を
提
示
し
て

お
き
ま
す
。
網
膜
は
眼
の
底
に
あ

る
膜
で
光
や
色
を
感
じ
る
神
経
細

胞
と
無
数
の
細
い
血
管
が
あ
り
ま

す
。
高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と
血

管
は
少
し
ず
つ
傷
つ
き
、
変
形
し

た
り
詰
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
タ
ン

パ
ク
質
や
脂
肪
が
血
管
か
ら
漏
れ

出
て
網
膜
に
沈
着
し
て
シ
ミ
が
で

き
た
り
、
小
さ
な
出
血
が
お
き
ま

す
。
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
く

な
れ
ば
、
改
善
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
単
純
網
膜
症
の
段

階
で
す
が
、
黄
斑
部
に
同
様
の
変

化
が
起
き
る
と
、
も
の
を
見
る
の

に
最
も
大
切
な
場
所
な
の
で
視
力

障
害
が
生
じ
ま
す
。 

　

さ
ら
に
広
範
囲
に
血
管
が
詰
ま

る
と
網
膜
は
酸
素
不
足
状
態
に
な

り
ま
す
。
新
た
に
血
管（
新
生
血

管
）を
作
り
対
応
し
ま
す
が
、
も

ろ
い
た
め
出
血
し
や
す
い
の
で

す
。
光
凝
固
術
を
受
け
て
、
そ
れ

以
上
の
網
膜
症
の
悪
化
を
防
ぎ
ま

す
。
こ
れ
が
前
増
殖
網
膜
症
の
段

階
で
す
が
、
自
覚
症
状
は
無
い
こ

と
も
多
い
で
す
。

　

さ
ら
に
新
生
血
管
が
網
膜
や
硝

子
体
に
伸
び
て
ゆ
き
、
網
膜
で
出

血
す
る
と
か
さ
ぶ
た
の
よ
う
な
膜

（
増
殖
組
織
）が
表
面
を
お
お
い
、

網
膜
を
引
っ
張
り
、
網
膜
剥
離
が

お
き
ま
す
。
硝
子
体
で
出
血
す
る

と
、
飛
蚊
症
や
急
な
視
力
低
下
が

お
き
ま
す
。
多
く
は
手
術
が
必
要

に
な
り
ま
す
し
、
視
力
の
回
復
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
増
殖
網
膜
症
の
時
期
で
、

こ
の
段
階
で
は
血
糖
の
状
態
に
か

か
わ
ら
ず
、
網
膜
症
が
進
行
し
て

ゆ
き
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
糖
尿
病
を
診

断
さ
れ
た
ら
、
必
ず
、
定
期
的
に

眼
科
受
診
を
し
て
ご
自
分
の
目
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
か
な
り
進
行
す

る
ま
で
自
覚
症
状
が
無
い
こ
と
も

多
い
た
め
、
定
期
的
な
眼
科
受
診

が
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。
そ
し

て
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

合
併
症
を
お
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

中間市立病院内科

織田 悦子医師

水のかたち　上・下
宮本　輝・著
　平凡な主婦・志乃子は、50歳の誕
生日に、年代ものの文机と茶碗と手文
庫をもらい受ける。後日、その茶碗の
驚くべき価値が判明して、志乃子は骨
董の世界に足を踏み入れていく…。『エ
クラ』連載に加筆し書籍化。

犬とまほうの人さし指！
堀直子・作　サクマメイ・絵
　犬を魔法のように飛ばすドッグスポ
ーツ「アジリティー」で世界を目指す
ユイちゃんを、応援するわかな。とこ
ろがある日、ユイちゃんの元気がなく
なって…？夢に向かってがんばる２人
の感動ストーリー。

■眼の断面図
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消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜

　
心
と
い
う
の
は
と
て
も
傷
つ
き
や

す
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
傷
は

一
生
な
お
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
と

て
も
よ
わ
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
傷
を
つ
け
る
の
は
言
葉
の
暴

力
や
い
じ
め
な
の
だ
と
ぼ
く
は
思
い

ま
す
。

　
言
葉
に
は
す
ご
い
力
が
あ
り
、
心

が
良
い
気
持
ち
に
な
る
と
き
と
い
や

な
気
持
ち
に
な
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
良
い
気
持
ち
に
さ
せ
た
り
、
な

っ
た
り
す
る
た
め
に
は
お
互
い
が
は

げ
ま
し
た
り
、
ほ
め
た
り
す
る
こ
と

が
良
い
気
持
ち
に
さ
せ
た
り
す
る
た

め
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

逆
に
い
や
な
気
持
ち
に
さ
せ
た

り
、
な
ら
な
い
た
め
に
は
悪
口
や
か

げ
口
、
仲
間
は
ず
れ
な
ど
自
分
一
人

一
人
が
気
を
つ
け
る
こ
と
が
み
ん
な

が
楽
し
く
生
き
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
も
日
常
で
な
に
げ
な
く
使

っ
て
い
る
悪
口
は
ど
ん
な
に
心
の
傷

を
つ
け
て
い
る
の
か
想
像
も
つ
き
ま

せ
ん
。
自
分
が
言
わ
れ
て
い
や
な
こ

と
は
他
の
人
に
絶
対
に
言
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
い
じ
め
な
ど
も
心
に

傷
を
つ
け
る
こ
わ
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
い
じ
め
と
は
多
人
数
で

の
暴
力
や
言
葉
の
暴
力
や
仲
間
は

ず
れ
な
ど
ひ
き
ょ
う
で
心
の
傷
を

負
わ
せ
た
り
す
る
と
て
も
こ
わ
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
じ
め
を
受
け
た
り
し
て
自
殺
を

し
た
り
す
る
人
も
数
多
く
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
な
く
す
た
め
に
は
自
分

が
や
ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か

の
人
が
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
の
を

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
せ
ず
と
め
て
や
る

の
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

も
し
い
じ
め
を
と
め
に
入
る
の
が
こ

わ
い
人
も
先
生
を
呼
ん
だ
り
す
る
こ

と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
も
し
自
分
が
い
じ
め
に
あ

っ
て
も
友
達
や
親
、
家
族
、
先
生
な

ど
に
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
な
勇

気
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
じ
め
や
言
葉
の
暴
力
は
と
て
も

こ
わ
い
も
の
で
あ
り
と
き
に
は
自
殺

な
ど
に
お
い
こ
む
原
因
で
も
あ
り
ま

す
。し
か
し
言
葉
で
は
げ
ま
し
た
り
、

ほ
め
た
り
し
て
心
を
豊
か
に
す
る
力

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
力
を
使
い
す
べ

て
の
人
間
が
明
る
く
楽
し
い
人
生
を

す
ご
せ
る
日
が
い
つ
か
く
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
み

ん
な
が
そ
れ
を
気
を
つ
け
、
言
葉
を

良
い
方
向
に
使
う
こ
と
が
明
る
い
未

来
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

私たちが感じた人権問題
「心の傷」
野村　竜成さん
（中間東中学校２年）
平成23年度小・中学校人権作文から

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

｢

い
じ
め
問
題｣

「
差
別
問
題
」
な

ど
の
相
談
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
応

じ
る
特
設
人
権
相
談
所
を
毎
月
１
回

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
予
約
は

不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
５
月
か
ら
は
ハ
ピ
ネ
ス
な
か

ま
に
会
場
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

●
期

日　
毎
月
第
２
水
曜
日

●
時

間　
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

※
11
月
の
相
談
日
は
、
14
日
で
す
。

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同

参
画
課　

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

人権標語

打たないで　人がきずつく　いじめの矢
 　　　中間小学校５年 松尾　登希さん

おもいやり　みんながもてば　あったかい
 　　　中間小学校５年 副島　冬妃さん

いじめダメ　みんななかまに　いれようよ
 　　　中間小学校６年 川島　春菜さん

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　12月１日土、21日金、27日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　12月1日土、21日金・午後３時

〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　12月12日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７
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第
３
回
中
間
市
中
学
校

英
語
暗
唱
大
会
を
開
催

　

中
間
市
内
４
中
学
校
の
各
学
年

代
表（
各
学
校
、
学
年
２
人
ず
つ

の
合
計
24
人
）に
よ
る
英
語
暗
唱

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
学
年
別
に

決
め
ら
れ
た
暗
唱
課
題
を
も
と

に
、
中
学
生
が
生
き
生
き
と
し
た

発
表
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の

姿
を
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
12
月
１
日
土
・
午

前
９
時
15
分
～

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
問
合
先　
学
校
教
育
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
３

子
育
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
姿
を

見
守
り
、
願
う
毎
日
の
中
で
後
悔

し
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

可
能
性
を
発
揮
し
成
長
す
る
よ

う
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す
。
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、
児

童
虐
待
を
防
止
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
日

時　
11
月
27
日
火
・
午

前
10
時
～
11
時
50
分

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
テ
ー
マ　
「
今
を
生
き
る
ス
テ

キ
な
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た
い
」

●
講

師　
熊
丸
み
つ
子
さ
ん

　
（
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

●
参
加
料　
無
料

※
託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
希
望
す

る
人
は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）３
５
１
５

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

　

お
子
さ
ん
に
優
し
く
語
り
か
け

な
が
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
あ
げ

ま
せ
ん
か
。
オ
イ
ル
を
使
っ
て
の

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
11
月
22
日
木
・
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

●
参
加
対
象　
３
か
月
～
８
か
月

の
あ
か
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

10
組

※
未
経
験
者
を
優
先
し
ま
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　
バ
ス
タ
オ

ル
、
お
子
さ
ん
に
必
要
な
着
替

え
、
飲
み
物

●
参
加
料　
無
料

※
11
月
20
日
火
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

元
気
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
生
み

育
て
る
た
め
に
～
両
親
学
級
～

　

妊
娠
中
を
健
康
に
過
ご
し
、
元

気
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る

た
め
に
、
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
２
人
目
以
降
の
妊
娠
中
の

人
も
大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
12
月
２
日
日
・
午

前
10
時
～
正
午（
受
付
は
９
時

30
分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
助
産
師
に
よ
る
子

育
て
講
話「
育
メ
ン
の
ス
ス
メ
」、

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
入
れ
の

実
習

●
申
込
方
法　
11
月
27
日
火
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具

●
申
込
・
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

移
動
献
血
車
が
や
っ
て
来
ま

す
。
慢
性
的
に
生
血
が
不
足
し
て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
11
月
27
日
火
・
午

前
９
時
～
正
午

●
場

所　
市
役
所
正
面
玄
関
横

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

お
も
し
ろ
実
験
教
室
を

開
催
し
ま
す

　

サ
イ
エ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
薄

伸
也
さ
ん
に
よ
る
液
体
窒
素
を
使

っ
た
実
験
、
錯
覚
を
テ
ー
マ
に
し

た
実
験
や
工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
12
月
16
日
日
・
午

前
10
時
～
正
午

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
対

象　

小
学
生（
１
～
２

年
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定

員　
60
人

●
申
込
締
切　
12
月
７
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
４

11
月
12
日
～
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女

性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

殴
る
蹴
る
の
身
体
的
な
暴
力
だ

け
で
な
く
、
怒
鳴
る
、
脅
す
、
電

話
や
外
出
を
制
限
す
る
、
な
ど
も

Ｄ
Ｖ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
身
近
に
暴
力
を
受
け

て
い
る
人
が
い
た
ら
相
談
窓
口
を

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

○
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
☎（
２
４
５
）７
８
０
１

○
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
遠
賀
分
室

　
☎（
２
０
１
）２
８
２
０

○
女
性
相
談
所

　
☎
０
９
２（
７
１
６
）０
４
２
４

●
相
談
時
間　
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
女
性
相
談
所
は
夜
間
12
時
ま
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

全
国
一
斉
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

　

ラ
イ
ン
強
化
週
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
つ
き
ま
と
い
な
ど
女
性
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
相

談
に
、
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局

職
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
11
月
12
日
月
～
18

日
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

※
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
で
す
。

○
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

●
問
合
先　
福
岡
法
務
局
人
権

擁
護
部

　
☎
０
９
２（
８
３
２
）４
３
１
１

くらしの
情報

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation
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不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
が
変
更

　

９
月
１
日
か
ら
開
始
し
た
、
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
は
、
初
回
接
種
の
み
定
期
予
防

接
種
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に

よ
り
、
10
月
23
日
か
ら
追
加
接
種

も
定
期
予
防
接
種（
無
料
）と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
者　
生
後
３
か
月
～
生

後
90
か
月
未
満
の
子

●
接
種
回
数　
初
回
接
種
３
回（
20

日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
）の

後
、
６
か
月
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
、
追
加
接
種
１
回

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

福
岡
共
同
公
文
書
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

全
国
初
と
な
る
県
と
市
町
村
が

共
同
で
設
置
・
運
営
を
行
う
福
岡

共
同
公
文
書
館
が
11
月
18
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

公
文
書
は
、
各
自
治
体
の
政
策

や
事
業
の
意
思
形
成
過
程
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で

す
。
明
治
以
降
の
歴
史
資
料
と
し

て
重
要
な
公
文
書
を
住
民
の
共
有

財
産
と
し
て
適
切
に
保
存
し
、
未

来
に
残
し
て
い
く
た
め
、
福
岡
県

と
市
町
村（
政
令
市
を
除
く
）が
共

同
で
筑
紫
野
市
に
公
文
書
館
を
開

設
し
ま
し
た
。
収
蔵
規
模
は
、
書

架
延
長
26.4
㎞
、
県
公
文
書
約
21
万

冊
、
市
町
村
公
文
書
約
67
万
冊
が

収
蔵
で
き
ま
す
。

　

公
文
書
館
を
通
じ
て
み
な
さ
ん

の
ま
ち
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
問
合
先　
福
岡
共
同
公
文
書

館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
一
丁
目

３
‐
１
）

　
☎
０
９
２（
９
１
９
）６
１
６
６

第
12
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

　

自
由
に
入
場
、
観
覧
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
11
月
17
日
土
、
18

日
日

●
場

所　
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
市
野
中
町
１
０
１
５
）

●
内

容　
小
倉
智
昭
さ
ん（
キ

ャ
ス
タ
ー
）に
よ
る
記
念
講
演
、

ね
ん
り
ん
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
、
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
民

謡
コ
ン
ク
ー
ル
、
作
品
展
示
な
ど

●
問
合
先　
福
岡
県
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
７
７

指
名
手
配
被
疑
者
の
逮
捕
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

警
察
で
は
、
11
月
に
全
国
警
察

の
総
力
を
挙
げ
て
指
名
手
配
被
疑

者
の
追
跡
捜
査
を
行
い
、
被
疑
者
の

早
期
逮
捕
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。「
あ
の
ポ
ス
タ
ー
の
犯
人

に
似
て
い
る
人
が
い
た
」
と
い
っ

た
情
報
や
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
折
尾
警
察
署

　
☎（
６
９
１
）０
１
１
０

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
種
目　
高
等
工
科
学
校
生
徒

●
対

象　

中
学
卒
業（
見
込

み
含
む
）
～
17
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
間　
11
月
１
日
木
～
平

成
25
年
１
月
７
日
月

●
問
合
先　
芦
屋
地
域
事
務
所

　
☎（
２
２
３
）０
９
８
１

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

　
労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、労
働
保
険（
労
災
保
険・

雇
用
保
険
）に
加
入
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
加
入
手
続
を
と
ら
れ
て

い
な
い
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共

職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）で

加
入
の
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
福
岡
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://fukuoka-roudoukyoku.

　jsite.m
hlw.go.jp/

●
問
合
先　
福
岡
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
９
２（
４
３
４
）９
８
３
５

保
育
士
有
資
格
者
の

現
場
復
帰
促
進
研
修
会

　

結
婚
や
出
産
、
定
年
な
ど
に
よ

り
保
育
現
場
を
離
れ
て
い
る
保
育

士
の
み
な
さ
ん
の
保
育
所
な
ど
へ

の
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
次

の
日
程
で
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
期

日　
12
月
11
日
火

●
場

所　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

　
（
宗
像
市
久
原
400
）

●
対

象　
保
育
士
資
格
を
持

っ
て
い
る
人

●
内

容　
体
験
実
習
、
講
義

●
受
講
料　
無
料

●
申
込
・
問
合
先　
公
益
社
団
法

人
福
岡
県
保
育
協
会

　
☎
０
９
２（
５
８
２
）７
９
５
５

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２

　

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
で
は
、『「
女
性
の
活
躍
が
社
会

を
変
え
る
」
～
共
に
助
け
合
い
、

も
っ
と
い
き
い
き
と
～
』
を
テ
ー

マ
に
、
あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
を
開
催
し

ま
す
。

　

楽
し
く
学
べ
て
多
彩
な
催
し
ば

か
り
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
11
月
24
日
土
～
25

日
日

●
場

所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
－
７
）

●
内

容　
第
11
回
福
岡
県
男

女
共
同
参
画
表
彰
式
、
基
調
講

演
、
ふ
く
お
か
女
性
い
き
い
き

塾
報
告
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

バ
ザ
ー
、
映
画
上
映
、
ふ
る
さ

と
産
直
ふ
れ
あ
い
市
な
ど

●
問
合
先　
福
岡
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）１
２
６
１

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

社
会
適
応
訓
練
健
康
教
室

　

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
持
つ

本
人（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）と
そ
の
家

族
、
医
療
関
係
者
、
介
護
関
係
者

に
正
し
い
装
具
の
使
い
方
な
ど
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
11
月
25
日
日
・
午

後
１
時
～
４
時

●
場

所　
メ
イ
ト
ム
宗
像

　
（
宗
像
市
久
原
180
）

●
テ
ー
マ　
尿
漏
れ
対
策
・
ガ

ス
の
音
対
策

●
参
加
料　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

個
人
指
導
を
希
望
す
る
人
は
、
最

初
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
社
団
法
人
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部
宗

像
分
会

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）４
０
６
２
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イルミネーション点灯式がやすらぎ通りで行われまし
た。ステージには、中間市公式キャラクターのなかっぱ
が登場し、点灯しようとしたところ、悪者にステージを
占拠されてしまいました。そこで登場したのが救世主ナ
ッカマン。最後は子どもたちと協力してイルミネーショ
ンを点灯しました。光が一斉に灯ると、子どもたちは目
を輝かせて喜びました。その後ハンドベルの演奏が行
われ、透き通るような鐘の音を響き渡らせました。

見て、光が一斉に灯ったよ
10 月 19 日・イルミネーション点灯式

やっちゃれ祭だ、わっしょい
10 月 14 日・第 34 回筑前中間やっちゃれ祭

第 34回筑前中間やっちゃれ祭が、な
かまハーモニーホールで開かれまし
た。ステージでは、女性消防団による
まとい太鼓やだじゃれグランプリ、子
どもたちのダンスの披露などがあり、
大勢の人が集まりました。また、46
店舗もの出店があった青空市場では、
人々は思い思いの店の前に列をなしま
した。第３回目となる市内６小学校区
ごとに手作りした子ども山笠は、「わ
っしょい」の掛け声とともに場内を練
り歩き、個性ある山笠を披露しました。

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

少年野球チームの中間ボーイズが第 28回日本少年野球
秋季大会兼九州大会福岡県北支部予選で優勝し、11月
23日から沖縄県那覇市で行われる九州大会に出場します。
この報告のため、10月11日、主将の林駿汰くん（北九州市）
と、副主将の菊地諒くん（通谷六丁目：写真左）が松下俊
男市長を訪れました。中間ボーイズのみなさんは、週に
５日、３時間から８時間も練習しているとのこと。九州大
会でも、すばらしい成績を残してくれることでしょう。

九州大会での活躍を期待
中間ボーイズが九州大会に出場決定
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まちのわだい
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枝豆刈りが、垣生地区で行われました。1000 枚以上の
チケットが売れ、大勢の人が枝豆狩りを楽しみました。
会場は８時 30 分開始でしたが、開始前に 300 人ほど
の大行列ができました。行列の先頭は中島六郎さん（小
田ケ浦一丁目）ご家族。「今日は６時半から並んでいま
す」小さな子ども連れの家族は、「良くふくらんだ豆を
狩るんだぞ」などと声をかけながら秋の収穫を楽しん
でいました。

秋の収穫を楽しんだ枝豆刈り
10 月６日・枝豆刈り

秋の交通安全県民運動週間のこの日、県道中間・引野
線の沿道で、交通安全街頭啓発が行われました。中間
市交通安全推進協議会や折尾警察署員など約 30人が
参加し、交通安全を啓発するチラシなどを運転手に手
渡しました。秋は日照時間が短く、視界が悪い時間が
長くなるため、特に高齢者の事故が増加します。交通
事故による犠牲者を出さないよう、十分交通安全に注
意を払いましょう。

交通安全にご協力を
９月 27 日・交通安全街頭啓発

新生児親子を対象に屋島公園で「緑の日」記念植樹祭
が行われました。平成 23年１月１日から平成 23年 12
月 31日までに生まれたお子さんは 295人。参加者 32
組の親子は、子どもたちの健やかな成長を願って植え
られた月桂樹の前で記念撮影を行いました。撮影後は、
親子にアザレアの苗木をプレゼント。アザレアの花言
葉は「愛されることの喜び」。だれからも愛され、すく
すくと元気に育ってくださいね。

だれからも愛され健やかな成長を願って
10 月 28 日・第 26 回「緑の日」記念植樹祭

人権の花運動感謝状贈呈式が中間北小学校で行われま
した。４月に寄贈を受けたひまわりの種を、３年生の
児童たちが育て、夏に花を咲かせたひまわり。その後、
収穫した種を人権擁護委員のみなさんに手渡しました。
子どもたちは、「小さい種が大きなひまわりに育って幸
せに思った」「中間市全体がひまわりのように明るく元
気になってほしい」など、ひまわりを育てたときの思い
を一人ずつ人権擁護委員のみなさんに伝えました。

みんなで協力して育てました
10 月 29 日・人権の花運動感謝状贈呈式
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

中
間
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見

を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温

か
い
目
で
見
守
り
、
よ
き
応
援
者
を
養
成

す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
参
加
し
た
人
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
証
と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
と
修
了
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
日

時　
11
月
29
日
木
・
午
前
10

時
～
正
午

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
講

師　
田
代
京
子
さ
ん（
福
岡
県
地

域
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）

●
問
合
先　
中
間
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
☎（
２
４
５
）８
４
３
２

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　総務課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

　みんなを笑顔にしてくれる妙羽
ちゃん。１歳のお誕生日おめでとう！
これからいっぱい思い出作ろうね！

　いつもお手伝いしてくれ
てありがとう。これからも
ママのお手伝いしてね。

広報なかま 11 月 10 日号 16

堀川をきれいな川にしよう
　９月29日土、堀川まちおこし事業の一環として、なかまの環境
を良くする会、中間市建設協同組合、堀川周辺自治会などから約
150人が参加し、堀川のいっせい清掃を行いました。
　今回の清掃では、２トントラック２台分以上のペットボトルや空
き缶などの家庭ゴミや雑草などが引き上げられましたが、地域の
みなさんのご協力により、年々ゴミが減ってきています。今後も、
貴重な歴史的遺産である堀川を守るため、ゴミを捨てないように
しましょう。

堀川の清掃風景

H23.11.10 生
（土手ノ内三丁目）

永
な が た き

瀧 妙
み う

羽ちゃん
H22.12. ８生
（桜台一丁目）

中
な か え

江 利
り な

奈ちゃん
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じ
ゃ
が
い
も
の
芽
が
出
る
の
を
防
ぐ
に
は
、
じ
ゃ
が
い
も
の
袋
に
リ
ン
ゴ
を
入
れ
て
お
く
と
よ
い
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

ふ
る
里
の
道
幾
曲
り
曼
珠
沙
華

　
　
　
太
賀
二
丁
目	

白
　
石
　
紀
　
子

間
引
菜
の
土
の
匂
ひ
も
貰
ひ
け
り

　
　
　
扇
ヶ
浦
四
丁
目	

樋
　
口
　
か
な
え

大
願
寺
九
本
松
の
色
変
へ
ず

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮
　
崎
　
サ
カ
エ

庭
に
咲
く
も
の
を
仏
に
秋
彼
岸

　
　
　
上
底
井
野	

小
　
林
　
香
　
子

秋
晴
や
は
に
か
み
な
が
ら
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
　
　
通
谷
五
丁
目	

後
　
藤
　
欣
　
子

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

入
口
が
閉
ま
っ
た
ま
ま
の
反
抗
期

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

大
　
串
　
美
佐
子

入
る
よ
り
出
て
行
く
金
は
す
ば
し
こ
い

　
　
　
中
間
四
丁
目	
森
　
　
　
紀
　
子

紅
葉
の
手
揃
い
愛
ら
し
ハ
イ
ポ
ー
ズ

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

鶴
　
田
　
春
　
枝

に
わ
か
雨
入
っ
た
店
と
縁
に
な
る

　
　
　
中
間
三
丁
目	

柴
　
田
　
弘
　
美

助
手
席
の
寝
顔
は
信
じ
き
っ
て
い
る

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

古
　
谷
　
龍
太
郎

吉
富 

廣 

選

川 
柳

遠
き
日
に
師
と
も
仰
げ
る
友
の
い
て
ケ
ア
プ
ー
ル
に
導
か
れ
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

内
　
村
　
ア
ヤ
子

か
す
み
草
色
染
め
ら
れ
て
店
先
に
お
願
い
白
き
ま
ま
に
し
て
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
三
丁
目	

掛
　
田
　
清
　
香

一
人
居
の
友
に
煮
物
を
届
け
来
て
見
上
げ
し
空
に
真
っ
赤
な
残
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
二
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

泣
き
声
の
も
れ
く
る
歯
科
の
待
合
所
名
を
呼
ば
る
る
も
児
は
動
か
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

い
つ
し
か
に
七
回
忌
と
か
こ
れ
か
ら
の
残
さ
る
る
日
を
如
何
に
す
ご
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡
　
本
　
マ
キ
子

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記

▶年々ゆるやかに増加していた体重が、この夏あたりから急激に増加。今ま
での最高体重を軽く更新してしまいました。今のうちから「健康づくり」を
行う習慣を身に付けなければと実感しています。（健）
▶介護の特集、いかがでしたか。世界トップクラスの長寿を誇る日本。アン
チエイジングという言葉を最近よく耳にします。元気に長生きしようという
動きは、今後ますます活発になっていきそうですね。（悠）

10月７日、体育文化センターを中心に行われた、なか
まスポーツフェスタ。恒例となった綱引きでは、渾身
の力を込めて綱を引く姿に、「声を出したら力が出るよ。
声を出そう」と大きな声援が飛び交うなど、参加者が
一体となり会場は大盛り上がりを見せました。

今月の表紙

編集後記

親
学
・
人
間
学
級
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

11
月
か
ら
新
し
く
書
道
講
座
を
開
設

し
ま
す
。
初
心
者
や
シ
ル
バ
ー
世
代
の

人
を
対
象
に
、
実
用
書
や
慶
弔
書
、
か

な
書
道
な
ど
自
分
に
合
っ
た
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

万
年
毛
筆
で
も
結
構
で
す
。
万
年
毛
筆

は
穂
先
が
純
毛
な
の
で
書
き
や
す
く
、

手
軽
さ
が
好
評
で
す
。
み
な
さ
ん
楽
し

く
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
毎
月
水
曜
日（
月
３
回
程
度
）

●
時

間　
午
後
１
時
～
３
時

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
講

師　
岡
部
黄
華
さ
ん

●
申
込
・
問
合
先　
岡
部
黄
華
携
帯

　

☎
０
９
０（
９
５
８
２
）６
０
６
２

子どもと家族のために
　10月11日木、働く婦人の家で「親学・人間学講座」が
開催されました。この講座は、子どもの健全育成と家族の
人間関係をよくするために、中間市少年相談センター所長
伊藤功一さんが講師となって毎週木曜日に開催しているも
のです。この日は記念すべき300回目。「幸福健康を彫刻
する人と、不幸病気を彫刻する人」をテーマとした講演に、
参加した25人は講師の話に真剣に聞き入っていました。
みなさん一度この講座に参加してみませんか。

毎回、手作りの資料を使って講座が行われます。

17 Nakama City Public Relations

スポーツ振興くじ助成事業
昨年度に引き続き「toto」の助成金を受けて
行われました。
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中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

有
料
広
告
欄大好評受付中大好評受付中大好評受付中 場所は先着順となります

良い場所は
お早めに

家族墓地として・夫婦墓・個人墓としてご提案いたします。

「やすらぎ」堂々完成屋外納骨堂

この様な方にお勧めします。
◇ご自分の安住の場所を生前中に確保しておかれたい方
◇お子様、跡継ぎが無く、継承が心配な方
◇遠い所にお墓をお持ちで改葬または分骨されたい方
◇家にお骨があり、納めるところをお探しの方

永代使用料・永代管理料含む
永代管理料込みで
今後、一切の費用がかかりません。

一基

49.3（税込）

万円より
宗旨・宗派問わず

【受付時間】午前９時～午後５時　水曜日定休

●お申込み・お問い合わせは、中間霊園管理事務所まで

※当日、お申込みされる場合は、申込金１万円と印鑑をご持参ください。

0120-659-117
敬う
心、愛す

る心、やすらぎの霊園

中間霊園
宗教法人 福泉寺

ご先祖様とのふれあいの場


